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9月
定例議会

　

９
月
定
例
議
会
は
、
８
月
31
日
か
ら
10
月
２
日
ま
で
33
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
令
和
４
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
や
条
例
の
制
定
及
び
改
正
な
ど
24
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
す
べ
て
認
定
・
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
案
の
「『
健
康
保
険
証
』
の
廃
止
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
」
は
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
杉
戸
町
・
宮
代
町
の
合
併
の
是
非
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を
求
め
る
請
願
書
」
は
反
対
多
数
で

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
11
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

監査委員（新
し ん そ

祖 章
あきら

 氏）は審査に付された決算書及び付属書類は正確
であることを認めました。また、予算執行についても、適正に執行さ
れているものと認めました。

令和４年度一般会計決算

健康の安全が健康の安全が
最優先!!最優先!!

町税
38億7,962万円
　　（+2.7％）歳　入

133億3,897万円
（+4.5％）

町税
38億7,962万円
　　（+2.7％）

地方交付税
27億871万円
（±0％）

町債
3億5,316万円（－35.1％）

国庫支出金
23億3,640万円（－15.2％）

諸収入
2億6,499万円（+13.4％）

繰越金
12億369万円
（+97.2％）

繰入金
5億3,172万円（+77.8％）

地方消費税交付金
7億2,556万円
（+5.3％）

県支出金
8億245万円
（+7.4％）

その他  5億3,267万円（+33.9％）

民生費
49億3,214万円
　　（+3.4％）

教育費
12億2,468万円
　（+0.1％）

歳　出
124億7,952万円
（+7.9％）

民生費
49億3,214万円
　　（+3.4％）

総務費
21億8,095万円
（+49.3％）

消防費
4億7,853万円（－2.1％）

農林水産業費
2億3,592万円（+11.9％）

公債費
8億4,044万円（－0.4％）

教育費
12億2,468万円
　（+0.1％）

商工費  1億2,634万円（+4.5％）

土木費
8億9,038万円
（－15.8％）

衛生費
14億6,418万円
（+14.2％）

その他  1億596万円（+2.1％）

決算特別委員会で検証
税金がどう活かされたか

※数字は万円未満を四捨五入､（　）は前年度比

●歳入の内訳

●歳出の内訳
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令和４年度一般会計決算

チェック!!

泉
伸
一
郎
議
員

　

町
税
の
収
納
率
が

高
く
、
徴
収
へ
の
努

力
が
み
ら
れ
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

や
感
染
症
対
策
事
業
、

各
種
支
援
事
業
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ

た
こ
と
も
評
価
。

賛
成
討
論
討
論

土
渕
保
美
議
員

　

町
民
の
安
全
安
心

を
第
一
に
考
え
た
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
運
営
は
近
隣
市
町

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
、
地
元
商
工
業
者

に
対
す
る
各
種
事
業

で
消
費
喚
起
が
出
来

た
事
は
高
評
価
す
る
。

賛
成
討
論
討
論

山
妙
子
議
員

　

監
査
委
員
の
審
査
意

見
通
り
と
考
え
、
評
価
す

る
。
特
に
教
育
委
員
会
で

は
コ
ロ
ナ
対
応
は
し
っ
か

り
行
っ
た
。
い
じ
め
問

題
の
第
三
者
委
員
会
が

3
つ
立
ち
上
が
っ
て
お

り
、
し
っ
か
り
と
考
え
て

対
応
を
お
願
い
す
る
。

賛
成
討
論
討
論

塚
村
香
織
議
員

　

悩
み
を
抱
え
る
子

ど
も
達
や
保
護
者
に

寄
り
添
っ
た
各
事
業
、

産
後
ケ
ア
事
業
で
は

今
後
の
拡
充
も
見
据

え
て
お
り
、
心
身
の

健
康
を
第
一
に
考
え

た
取
り
組
み
を
評
価

し
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
討
論

小
河
原
正
議
員

　

町
の
職
員
管
理
計

画
に
よ
る
職
員
増
に

対
す
る
財
政
面
で
の

説
明
が
な
い
。
ま
た
、

久
喜
市
ご
み
問
題
で

町
の
財
政
力
が
ど
う

な
る
の
か
説
明
が
な

い
。
町
は
真
剣
に
考

え
て
い
る
の
か
。

反
対
討
論
討
論

丸
藤
栄
一
議
員

　
①
町
民
の
所
得
は
少

な
い
中
、
都
市
計
画
税

は
重
い
。
②
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
が
叫
ば
れ
る
中
、

役
場
の
女
性
幹
部
職
員

が
少
な
い
。
③
自
主
的

に
避
難
で
き
な
い
避
難

行
動
要
支
援
者
の
支
援

体
制
が
な
い
。

反
対
討
論
討
論

新型コロナウイルスワクチン接種事業
3億7,990万円

令和４年４月か
ら年間を通して接
種を行いました。

社会福祉事業（民生委員・児童委員活動補助ほか）
3,200万円

社会福祉協議会などへ補助
金を交付しました。

母子保健事業（産後ケア・妊婦健康診査ほか）
2,636万円

新生児の聴覚スクリーニング検査や、パパママ教室、
はじめての孫育て教室などを開催。

令和4年度は
184人の赤ちゃん
が誕生しました

進修館大ホール会場　

すてっぷ宮代
活動チーム
交流会

乳幼児健診

フードドライブや
一人暮らしの高齢者への
訪問活動など、困った時は

助け合い

ワクチン接種者
6か月～4歳　44人
5歳～11歳　511人
12歳以上　27,880人

事業の成果を事業の成果を
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問　
分
教
場
跡
地
は
30
年
以
上

も
現
状
の
ま
ま
経
っ
て
い
る
。

町
民
に
も
っ
と
有
効
な
活
用
方

法
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
代
替
地
で
も
あ
り
、
現
時

点
で
難
し
い
。

問　
財
政
力
指
数
は
、
平
成
30

年
で
０
・
64
、
令
和
４
年
で

０
・
59
と
、
年
々
下
が
っ
て
き

て
い
る
。
根
本
的
な
原
因
と
改

善
策
は
。

答　

税
収
は
減
っ
て
い
な
い

が
、
人
口
増
な
ど
で
か
か
る
経

費
が
増
え
て
い
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
、
特
に
企
業

版
に
つ
い
て
力
を
入
れ
て
い

く
。
ま
た
、
土
地
利
用
を
推
進

し
、
固
定
資
産
税
の
増
収
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

問　
当
町
の
電
力
の
契
約
先
と

価
格
の
違
い
は
。

答　
電
力
を
売
買
す
る
権
利
を

持
っ
て
い
る
藤
田
商
店
と
契

約
。
役
場
庁
舎
と
出
先
も
含
め

た
12
施
設
で
約
54
万
円
削
減
で

き
て
い
る
。

問　
循
環
バ
ス
は
デ
マ
ン
ド
交

通
と
の
関
係
で
、
今
後
ど
の
よ

う
に
改
善
す
る
の
か
。

答　
循
環
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
交

通
、
あ
る
い
は
組
合
せ
な
ど
、

町
に
適
し
た
交
通
シ
ス
テ
ム
を

検
討
し
て
い
く
。

分教場跡地の有効な活用方法を

分教場跡地は利用しないと もったいない

企
画
財
政
課

問　
投
票
率
が
低
い
が
、
投
票

率
を
上
げ
る
に
は
。

答　
20
代
、
30
代
の
若
年
層
の

投
票
率
が
低
い
。
子
ど
も
の
頃
、

親
と
一
緒
に
投
票
所
に
行
っ
て
、

親
の
投
票
し
て
い
る
姿
を
見
て

い
る
子
ど
も
の
投
票
率
は
高
い

傾
向
に
あ
る
。
親
子
で
投
票
に

行
こ
う
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
で
の
啓
発
。
若
い
世
代
へ

の
情
報
発
信
や
選
挙
広
報
な
ど

で
広
く
知
ら
せ
て
い
く
。

問　
職
員
数
と
会
計
年
度
任
用

職
員
数
は
。

答　
職
員
は
２
２
２
人
、
会
計

年
度
任
用
職
員
は
２
２
０
人
で

正
規
職
員
と
同
じ
勤
務
時
間
で

働
く
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
が
17
人
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
職
員
が
２
０

３
人
と
な
っ
て
い
る
。

問　
当
町
で
は
自
衛
官
募
集
の

た
め
に
、
若
者
の
個
人
情
報
を

記
載
し
た
名
簿
を
自
衛
隊
に
提

供
し
て
い
る
か
。

答　
昨
年
度
は
情
報
提
供
の
依

頼
は
な
く
、
今
年
度
も
依
頼
は

来
て
い
な
い
。

問　
パ
ワ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ
ラ
の

防
止
策
は
。

答　
町
民
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

受
け
た
場
合
、
相
談
窓
口
の
存

在
を
周
知
し
、
広
く
相
談
に
応

じ
て
い
き
た
い
。

投票率を上げる方法は

政治を良くするには、投票率のアップを

住民サービスのかなめです

総　
務　
課

決 算 特 別 委 員 会　決算特別委員会は、町の決算について審査するために設置
される特別委員会です。各課の事業に対して質問をしました。
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決算特別委員会

問　
側
溝
の
清
掃
は
、
側
溝
の

蓋
が
厚
い
、
重
い
、
開
か
な
い

な
ど
、
高
齢
化
に
伴
い
側
溝
清

掃
は
困
難
で
あ
る
。
早
い
う
ち

に
対
策
を
取
る
べ
き
で
は
。

答　
町
道
に
つ
い
て
は
ま
ち
づ

く
り
建
設
課
が
管
理
し
て
い
る
。

汚
泥
が
た
ま
っ
て
定
期
的
な
清

掃
が
必
要
な
場
所
に
つ
い
て
は
、

実
際
に
困
っ
て
い
る
方
か
ら
、

直
接
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
に
相

談
し
て
も
ら
い
、
必
要
に
応
じ

て
現
場
の
確
認
や
対
策
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
と
い
う
よ
う
な

体
制
に
な
っ
て
い
る
。

問　
予
算
審
議
で
は
町
オ
リ
ジ

ナ
ル
エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
成
し
、

主
に
転
入
者
へ
配
布
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
が
。

答　
エ
コ
バ
ッ
グ
の
普
及
が
進

ん
だ
た
め
、
啓
発
目
的
で
の
エ

コ
バ
ッ
グ
配
布
は
終
了
す
る
こ

と
と
し
た
。

問　
こ
れ
ま
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

系
ご
み
は
資
源
物
と
し
て
回
収

さ
れ
て
き
た
。
今
度
の
新
設
炉

に
つ
い
て
は
、
可
燃
ご
み
に
変

更
さ
れ
た
。
来
年
度
か
ら
ど
う

な
る
の
か
。

答　
来
年
度
に
つ
い
て
は
、
現

状
ど
お
り
の
回
収
の
ご
み
の
分

別
と
な
る
。

側溝の清掃は、高齢化に伴い困難

最近の側溝は、重く、開かない

避難所は増えているのか

町
民
生
活
課

環
境
資
源
課

問　
新
た
な
避
難
所
と
し
て
横

町
地
区
の
物
流
施
設
と
協
定
書

を
結
ん
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
内

容
か
。

答　
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
と
協
定

を
結
ん
だ
。
主
に
水
害
時
に
高

所
避
難
、
高
い
と
こ
ろ
へ
逃
げ

る
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
倉
庫

を
一
時
避
難
所
と
し
て
貸
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

問　
日
本
工
業
大
学
は
指
定
避

難
所
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
現
在
、
指
定
避
難
所
と
な

っ
て
い
る
。
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
適
切
に

使
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

問　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
前
年
度

が
９
基
あ
っ
た
が
、
昨
年
度
は

３
基
の
設
置
。
防
犯
灯
は
前
年

度
が
21
か
所
だ
っ
た
の
が
、
昨

年
度
は
11
か
所
。
少
な
く
な
っ

た
原
因
は
。

答　
反
射
鏡
、
防
犯
灯
と
も
に

区
長
か
ら
の
申
請
が
原
則
。
い

ず
れ
も
交
通
安
全
、
防
犯
の

協
議
会
専
門
部
会
で
現
地
調
査
、

審
査
、
協
議
し
て
決
定
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
反
射
鏡
に
つ

い
て
は
３
か
所
に
な
っ
た
。
防

犯
灯
は
昨
年
度
14
件
の
申
請
で

設
置
が
11
件
。
申
請
件
数
が
減

っ
た
の
が
現
状
で
あ
る
。

避難所として協定書を結んだ

住民要望の多い、カーブミラー・防犯灯
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問　
地
域
子
育
て
サ
ロ
ン
業
務

委
託
料
１
２
１
万
円
の
詳
細
は
。

答　
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
や
ヨ
ガ
、

ダ
ン
ス
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン

ト
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
年
13

回
開
催
し
た
。

問　
参
加
者
か
ら
の
要
望
は
。

答　
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支

援
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が

多
か
っ
た
。

問　
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
事

業
委
託
料
の
福
祉
相
談
支
援
シ

ス
テ
ム
利
用
料
１
０
５
万
円
、

改
修
料
66
万
円
の
内
容
は
。

答　
福
祉
相
談
シ
ス
テ
ム
は
、

相
談
や
通
報
を
受
け
た
内
容
を

教
育
委
員
会
や
保
健
セ
ン
タ
ー

と
情
報
共
有
で
き
る
仕
組
み
で

あ
る
。
ま
た
、
改
修
し
た
こ
と

で
児
童
相
談
所
や
他
自
治
体
と

情
報
を
共
有
で
き
る
こ
と
に
な

っ
た
。

問　
学
童
保
育
所
運
営
事
業
委

託
料
1
億
５
３
０
０
万
円
、
雇

用
の
充
実
と
し
て
指
導
員
の
賃

金
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

答　
指
定
管
理
者
か
ら
賃
金
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
分
を
勘
案
し
年

度
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
賃
金

水
準
の
引
き
上
げ
は
国
の
補
助

金
を
活
用
し
て
い
く
。
近
隣
自

治
体
と
比
べ
て
も
極
端
に
低
い

訳
で
は
な
い
。

問　
学
童
保
育
の
待
機
児
童
は
。

答　
毎
年
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。

町内事業者も子育て支援に協力

子
育
て
支
援
課

決算特別委員会

問　
英
語
教
育
推
進
事
業
、
英

語
の
魅
力
を
ど
の
よ
う
に
伝
え

て
い
る
の
か
。

答　
島
村
盛
助
先
生
を
顕
彰
す

る
英
語
発
表
会
を
開
催
し
、
中

学
2
年
生
が
小
学
6
年
生
に
島

村
先
生
の
功
績
を
伝
え
て
い
る
。

学
ん
だ
英
語
で
小
中
学
生
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
伝

わ
る
喜
び
や
相
手
の
こ
と
を
知

る
楽
し
さ
を
味
わ
う
場
に
な
っ

て
い
る
。

問　
令
和
4
年
度
か
ら
各
校
に

配
置
さ
れ
た
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
の
状
況
及
び
成
果

は
。

答　
各
校
2
名
︵
須
賀
中
、
前

原
中
は
1
人
︶
を
配
置
し
主
に

掃
除
な
ど
の
環
境
整
備
に
従
事

し
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
繋

が
っ
て
い
る
。

問　
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
事

業
、
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
の

学
校
別
状
況
は
。

答　
須
賀
小
・
須
賀
中
地
区
22

軒
、
笠
原
小
・
東
小
・
百
間
中

地
区
71
軒
、
百
間
小
・
前
原

中
地
区
33
軒
の
計
１
２
６
世
帯
。

子
ど
も
達
が
避
難
し
て
来
た
と

き
に
対
応
で
き
る
か
心
配
と
い

う
声
も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
現

在
継
続
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

英語で話す楽しさを学ぶ

ドイツパン食べ比べ講座

オンライン実施（中学生から小学生へ質問）

教
育
推
進
課
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問　
姫
宮
駅
西
口
活
性
化
事
業

に
お
け
る
都
市
計
画
道
路
春
日

部
久
喜
線
の
北
春
日
部
へ
の
延

伸
に
つ
い
て
、
橋
の
工
事
と
物

件
補
償
の
状
況
を
伺
う
。

答　
橋
の
工
事
は
春
日
部
市
が

行
う
。
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、

物
件
補
償
の
交
渉
を
行
っ
て
お

り
、
来
年
度
か
ら
用
地
買
収
に

入
る
予
定
で
あ
る
。

問　
新
橋
通
り
線
の
整
備
の
進

捗
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
現
在
、
用
地
買
収
を
進
め

て
い
る
。
杉
戸
町
側
に
お
い
て

説
明
会
が
行
わ
れ
、
用
地
測
量

を
実
施
し
て
い
る
。

問　
一
般
住
宅
耐
震
対
策
事
業

の
既
存
建
築
物
耐
震
診
断
補
助

金
、
耐
震
改
修
工
事
な
ど
の
補

助
金
及
び
既
存
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
撤
去
補
助
金
の
交
付
に
つ
い

て
、
令
和
４
年
度
は
な
ぜ
ゼ
ロ

な
の
か
伺
う
。

答　
窓
口
や
電
話
で
の
相
談
は

あ
っ
た
も
の
の
申
請
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
令
和
４
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
策
を
講
じ
な
が
ら
、
地

元
建
築
士
や
工
務
店
と
連
携
協

力
し
、
７
月
、
８
月
、
９
月
に

耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
を
行
い
、

防
災
訓
練
で
も
補
助
制
度
の
周

知
を
図
る
。

問　
商
工
業
振
興
事
業
の
主
な

事
業
内
容
で
補
助
金
１
１
０
０

万
円
の
内
訳
は
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
る
の
か
。

答　
商
工
会
へ
の
補
助
金
で
経

営
指
導
員
な
ど
の
活
動
費
や
青

年
部
育
成
費
用
、
記
帳
機
械
化

シ
ス
テ
ム
利
用
な
ど
に
補
助
す

る
。

問　
事
業
者
物
価
高
騰
対
策
支

援
金
事
業
補
助
金
の
内
容
は
。

答　
令
和
３
年
10
月
か
ら
翌
年

９
月
ま
で
の
う
ち
、
任
意
の
連

続
す
る
２
か
月
間
に
営
業
利
益

が
前
年
同
期
と
比
較
し
て
５
％

以
上
か
つ
１
万
円
以
上
減
少
し

て
い
る
事
業
者
に
５
万
円
を
交

付
し
て
い
て
交
付
件
数
は
約
１

９
３
件
あ
る
。

問　
店
舗
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
な
ど
の
補
助
金
は
金
額
３

４
７
万
円
で
あ
る
が
、
こ
の
詳

細
内
訳
は
。

答　
店
舗
２
、
併
用
１
、
住
宅

41
戸
で
町
内
商
工
業
の
振
興
を

図
る
た
め
に
、
店
舗
の
場
合
は

対
象
経
費
の
10
％
、︵
上
限
20

万
円
︶
住
宅
の
場
合
は
対
象
経

費
の
５
％
、︵
上
限
10
万
円
︶

を
交
付
し
た
。
空
き
店
舗
を
出

店
を
可
能
に
す
る
工
事
も
対
象
。

補
助
要
件
は
申
請
年
度
内
に
工

事
が
完
了
す
る
こ
と
が
条
件
で

あ
る
。
申
請
年
度
に
お
い
て
他

の
改
修
工
事
に
関
す
る
補
助
金

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
な
ど
。

商工業事業運営の活性化を

宮代町商工会の経営指導員による活動

都市計画道路春日部久喜線の橋建設予定

店舗住宅リフォーム事業補助金

新橋通り線の杉戸町側への橋建設予定

産
業
観
光
課

決算特別委員会

姫宮駅西口周辺の活性化につなぐ

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
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問　
産
後
ケ
ア
事
業
に
お
い
て

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
周
知

を
さ
れ
た
か
。

答　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
時
に
、

お
知
ら
せ
を
配
布
し
て
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

問　
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の

自
治
会
で
の
対
応
は
充
分
と
い

え
る
か
。

答　
要
支
援
者
の
避
難
活
動
は

町
内
56
か
所
の
自
主
防
災
会
を

中
心
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
併
せ
て
、
防
災
会
長

あ
て
に
個
別
避
難
計
画
の
作
成

を
依
頼
し
て
い
る
。

問　
保
健
衛
生
総
務
事
業
で
の

保
健
セ
ン
タ
ー
内
の
改
修
工
事

の
詳
細
は
。

答　
自
動
ド
ア
の
修
繕
と
今
回
、

更
新
の
時
期
と
な
っ
た
ガ
ス
感

知
器
の
更
新
を
３
か
所
で
行
っ

た
。

問　
長
寿
い
き
が
い
支
援
事
業

の
敬
老
祝
品
の
贈
呈
に
つ
い
て

今
後
の
見
直
し
は
あ
る
か
。

答　
節
目
の
年
齢
を
迎
え
る
方

を
祝
う
も
の
で
、
本
人
だ
け
で

な
く
、
家
族
へ
の
お
祝
い
も

含
ま
れ
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
、

見
直
し
に
つ
い
て
は
考
え
て
い

な
い
。

産後の子育て世代に寄り添う支援

健
康
介
護
課

決算特別委員会

問　
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
や
団

体
登
録
、
協
力
店
が
増
加
し
て

い
る
が
、
今
後
の
取
組
は
。

答　
多
く
の
方
に
地
域
に
お
い

て
見
守
り
活
動
を
し
て
も
ら
え

る
よ
う
輪
を
広
げ
て
い
く
。
社

会
福
祉
協
議
会
を
中
心
に
団
体

を
組
織
化
し
、
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
す
る
。

問　
民
生
委
員
は
充
分
に
配
置

さ
れ
て
い
る
か
。

答　
民
生
委
員
は
55
人
中
、
８

人
不
足
し
て
い
た
が
、
今
年
度

に
１
人
増
え
て
、
７
人
に
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
民
生
委
員
に

な
っ
て
も
ら
う
方
が
増
え
る
よ

う
に
努
め
て
い
く
。

問　
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事

業
の
意
思
疎
通
支
援
に
つ
い
て

の
今
後
の
取
組
は
。

答　
手
話
通
訳
者
の
派
遣
を
行

っ
て
い
る
。
県
派
遣
者
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
通
訳
に
よ
り
、
14

件
の
利
用
が
あ
っ
た
。
手
話
言

語
条
例
が
制
定
さ
れ
、
今
後
は
、

手
話
通
訳
者
と
の
連
携
を
図
り
、

支
援
を
進
め
て
い
く
。

問　
社
会
福
祉
総
務
費
の
不
用

額
が
大
き
く
な
っ
た
理
由
は
。

答　
給
付
金
の
給
付
対
象
世
帯

数
が
当
初
の
見
込
よ
り
少
な
か

っ
た
。
特
に
家
計
急
変
世
帯
の

申
請
が
少
な
か
っ
た
。

町や社協へつなぐサポーターの広がり

福　
祉　
課

出産から子育てまで総合的に支援
（保健センター）

地域福祉の中心となる「すてっぷ宮代」
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問　
町
税
収
入
の
令
和
４
年
度

の
状
況
及
び
傾
向
に
つ
い
て
。

答　
令
和
４
年
度
の
町
税
収
入

は
個
人
町
民
税
は
所
得
割
額
の

伸
び
、
法
人
町
民
税
は
課
税
標

準
額
の
大
き
な
伸
び
が
。
軽
自

動
車
税
は
軽
四
輪
乗
用
の
登
録

台
数
増
が
、
固
定
資
産
税
は
新

築
家
屋
の
評
価
額
増
、
加
え
て

た
ば
こ
税
は
売
り
渡
し
本
数
増

の
た
め
、
町
税
全
体
で
は
２
・

７
％
、
約
１
億
円
の
増
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

問　
納
税
推
進
事
業
の
内
容
。

答　

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
に
よ
る

電
子
納
付
、
口
座
振
替
の
推

奨
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
、
ス
マ
ホ

決
済
の
利
用
促
進
に
努
め
て
き

た
。
な
お
、
電
子
決
済
は
若
い

人
、
口
座
振
替
は
比
較
的
年
齢

の
高
い
人
が
利
用
す
る
傾
向
に

あ
っ
た
。

問　
不
納
欠
損
の
詳
細
を
。

答　
令
和
４
年
度
は
、
総
件
数

79
件
で
、
う
ち
、
財
産
な
し
・

倒
産
が
50
、
生
活
困
窮
14
、
所

在
不
明
９
、
死
亡
６
で
不
納
欠

損
処
理
を
行
っ
た
。

問　
差
押
状
況
は
。

答　
令
和
４
年
度
は
、
総
件
数

40
件
で
、
総
額
は
約
２
０
０
万

円
で
あ
っ
た
。
な
お
、
県
か
ら

の
人
的
支
援
は
こ
こ
数
年
な
い
。

納税は口座振替から電子納付に変化

税　
務　
課

決算特別委員会

問　
会
議
録
調
製
事
業
委
託
料

増
の
理
由
及
び
今
後
の
考
え
は
。

答　
本
事
業
は
、
会
議
録
作
成
、

検
索
シ
ス
テ
ム
、
録
画
配
信
及

び
議
場
用
映
像
音
響
設
備
機
器

使
用
料
を
シ
ス
テ
ム
安
定
の
た

め
一
括
し
て
１
社
と
契
約
し
て

い
る
。
増
の
理
由
は
、
会
議
録

の
会
議
時
間
に
よ
る
増
、
本
会

議
で
の
全
て
の
映
像
配
信
を
可

能
に
し
た
こ
と
に
よ
る
増
。

　
現
在
、
議
事
録
は
各
20
部
作

成
。
内
訳
は
原
本
２
、
議
員
配

布
14
、
町
長
そ
の
他
事
務
局
控

え
で
４
。
検
索
シ
ス
テ
ム
利
用

で
議
員
配
布
を
削
る
こ
と
に
よ

り
委
託
料
の
減
は
図
れ
る
。

問　
議
員
活
動
を
十
分
に
保
証

す
る
場
が
乏
し
い
。
議
場
を
は

じ
め
そ
の
都
度
、
職
員
が
会
場

設
営
に
奔
走
す
る
。
最
高
議
決

機
関
に
対
す
る
処
遇
の
現
状
は

町
の
恥
で
は
な
い
か
。

答　
事
務
局
と
し
て
は
、
ど
う

す
る
か
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て

い
な
い
段
階
で
は
予
算
要
求
が

で
き
な
い
。

問　
町
長
の
考
え
は
。

答　
議
員
の
部
屋
の
必
要
性
に

つ
い
て
議
員
自
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
つ
く
る
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
予
算
計
上
し
た
い
。

議会要望プロジェクトに予算計上

申告はお早めに 確定申告会場

進修館小ホールが職員の手で議場に

議
会
事
務
局
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〈
賛
成
８
、
反
対
４
で
可
決
〉

　
２
年
間
据
え
置
き
と
な
っ

て
い
た
税
率
等
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

８
年
度
ま
で
の
赤
字
解
消
に

向
け
、
今
後
、
税
率
の
見
直

し
を
図
る
予
定
で
す
。

問

歳
入
、
一
般
会
計
繰
入

金
の
そ
の
他
繰
入
金
︵
法
定

外
︶
３
２
９
０
万
円
減
の
理

由
、
及
び
今
後
、
毎
年
減
少

の
方
向
に
向
か
う
の
か
。

答

被
保
険
者
数
の
減
少
に

よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
他

の
理
由
も
あ
る
。
今
後
も
被

保
険
者
の
後
期
高
齢
者
移
行

が
毎
年
続
く
こ
と
か
ら
、
そ

の
他
繰
入
金
は
被
保
険
者
数

減
に
よ
り
減
少
す
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

〈
賛
成
10
、
反
対
２
で
可
決
〉

　
要
介
護
者
に
は
適
切
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
保
険

給
付
を
、
要
支
援
者
に
は
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
た
も
の
。

問

介
護
認
定
の
審
査
期
間

に
つ
い
て
早
く
出
来
な
い
か
。

答

法
律
は
申
請
後
30
日
以

内
。現
状
は
、町
の
調
査
が
平

均
10
日
、医
師
の
意
見
書
は

平
均
23
日
、審
査
会
は
毎
週

１
回
。医
師
の
意
見
書
の
バ
ラ

ツ
キ
で
４
週
間
要
し
て
い
る
。

〈
賛
成
８
、
反
対
４
で
可
決
〉

　
歳
入
の
主
な
財
源
の
保
険

料
収
入
は
４
６
２
８
万
円
で

10
・
８
％
増
。
未
納
被
保
険

者
に
は
催
告
、
納
付
相
談
で

滞
納
の
解
消
に
努
め
た
も
の
。

問

保
険
料
の
徴
収
方
法
、

滞
納
状
況
に
つ
い
て
。

答

特
別
徴
収
７
割
、
普
通

徴
収
３
割
。
滞
納
件
数
は
26

件
。
短
期
保
険
証
発
行
１
人
。

問
不
納
欠
損
の
件
数
は
。

答

件
数
と
し
て
は
26
件
で

時
効
６
人
、
生
保
開
始
２
人

の
計
８
人
。

問

窓
口
負
担
の
人
数
及
び

割
合
は
。

答

１
割
負
担
は
３
９
１
５

人
で
64
％
、
２
割
負
担
が
１

７
３
９
人
で
28
％
、
３
割
負

担
が
４
６
１
人
の
58
％
。

〈
賛
成
10
、
反
対
２
で
可
決
〉

10
億
６
８
８
３
万
円

〈
賛
成
10
、
反
対
２
で
可
決
〉

　
７
億
８
９
７
７
万
円

　
水
道
会
計

後
期
高
齢
者
医
療

あなたを守る特定健診

　
下
水
道

　
国
民
健
康
保
険

　
介
護
保
険

特別会計決算

　
　
　
　
　
　
丸
藤
栄
一
議
員

反
対
討
論
討
論

　

令
和
３
年
８
月
か
ら
介
護

入
所
者
で
低
所
得
者
の
食
費
・

居
住
費
が
月
額
２
〜
７
万
円

の
負
担
増
と
な
っ
た
。
制
度

改
悪
は
高
齢
者
の
生
活
を
２

重
３
重
に
苦
し
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
丸
藤
栄
一
議
員

反
対
討
論
討
論

　

令
和
元
年
度
か
ら
低
所
得

者
軽
減
割
が
見
直
し
さ
れ
、

高
額
療
養
費
の
上
限
額
も
引

き
上
げ
ら
れ
た
。
平
成
30
年

度
比
、
１
人
当
た
り
約
８
千

円
も
の
値
上
げ
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
丸
藤
栄
一
議
員

反
対
討
論
討
論

　

宮
代
町
の
水
道
料
金
は
、

県
平
均
よ
り
も
高
い
。
水
道

事
業
で
発
生
し
た
純
利
益
分

４
５
１
５
万
円
は
、
建
設
改

良
積
立
金
に
積
み
立
て
る
の

で
は
な
く
、
高
齢
者
や
収
入

の
少
な
い
世
帯
な
ど
へ
の
水

道
料
金
引
き
下
げ
に
ま
わ
す

べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

山
妙
子
議
員

賛
成
討
論
討
論

　

高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト
、
支

援
と
見
守
り
を
目
的
と
し
た

制
度
の
活
動
を
評
価
し
、
一

層
の
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
⻆
野
由
紀
子
議
員

賛
成
討
論
討
論

　

事
業
報
告
書
か
ら
経
営
の

健
全
性
、
効
率
性
が
判
断
で

き
る
。
水
道
基
本
料
金
の
免

除
は
英
断
で
あ
り
、
町
内
全

体
の
漏
水
一
斉
調
査
に
よ
る

有
収
率
の
向
上
を
評
価
す
る
。

安
全
で
良
質
な
水
の
安
定
供

給
を
今
後
も
期
待
し
て
賛
成

す
る
。

　
　
　
　
　
　
丸
藤
栄
一
議
員

反
対
討
論
討
論

　

国
保
加
入
者
は
高
齢
者
や

低
所
得
者
が
多
く
、
国
保
税

が
高
く
な
る
と
い
う
構
造
問

題
が
あ
る
。
相
次
ぐ
物
価
高

騰
の
中
、
国
保
税
は
払
え
る

よ
う
に
一
般
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
を
増
や
し
、
国
保
税
を

引
き
下
げ
る
こ
と
を
求
め
る
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

特別会計決算額
国民健康保険
歳入 33億4,108万円　歳出 33億3,233万円
介護保険
歳入 32億2,271万円　歳出 30億7,701万円
後期高齢者医療
歳入 6億 560万円　歳出 5億9,724万円
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〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

　
手
話
が
言
語
で
あ
る
こ
と

を
す
べ
て
の
町
民
が
理
解
し
、

手
話
を
使
っ
て
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

整
え
る
た
め
「
宮
代
町
手
話

言
語
条
例
」
を
新
た
に
制
定

す
る
も
の
。

問　
意
見
書
が
可
決
さ
れ
て

条
例
が
で
き
る
ま
で
時
間
が

か
か
っ
た
が
、
な
ぜ
こ
ん
な

に
遅
れ
た
の
か
。

答　
意
見
書
や
国
、
県
な
ど

の
動
向
も
踏
ま
え
、
ま
た
、

町
の
手
話
の
会
か
ら
も
制
定

の
要
望
も
あ
り
、
令
和
４
年

に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

条
例
制
定
に
至
っ
た
。
時
間

は
か
か
っ
た
が
、
今
後
は
条

例
に
基
づ
い
て
、
啓
発
や
こ

れ
ま
で
継
続
し
て
き
た
事
業

の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　
も
っ
と
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

答　
支
援
の
あ
り
方
も
十
分

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
町
民
の
意
見
を
聴

き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
第
７
条
に
つ
い
て
は
ど

う
い
う
こ
と
を
す
る
の
か
。

答　
具
体
的
な
事
業
に
つ
い

て
は
、
方
針
な
ど
を
定
め
た

う
え
で
決
定
し
て
い
く
。

問　
第
８
条
で
財
政
措
置
を

講
ず
る
よ
う
努
め
る
と
あ
る

が
。

答　
努
力
規
定
に
な
っ
て
い

る
。
各
事
業
を
実
施
す
る
中

で
財
政
措
置
が
必
要
な
場
合

は
、
財
政
担
当
と
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

問　
財
政
措
置
は
ど
の
程
度

ま
で
財
源
を
確
保
す
る
の
か
。

答　
財
源
も
必
要
だ
が
、
周

知
・
啓
発
が
一
番
大
事
な
の

で
そ
こ
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
手
話
の
で
き
る
職
員
は

何
人
い
る
の
か
。

答　
日
常
の
会
話
が
で
き
る

職
員
が
１
人
い
る
。
町
の
手

話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
受
講

し
て
、
一
定
程
度
で
き
る
職

員
が
３
~
４
人
い
る
。

問　
県
内
の
自
治
体
の
条
例

制
定
状
況
は
。

答　
市
で
は
30
団
体
、
町
で

は
13
団
体
と
な
っ
て
い
る
。

宮
代
町
手
話
言
語
条
例

手
話
を
使
っ
て
安
心
な
暮
ら
し
に

手
話
を
使
っ
て
安
心
な
暮
ら
し
に

条例の改正

〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

　
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に

基
づ
き
、
犯
罪
被
害
者
等
が

必
要
と
す
る
施
策
を
総
合
的

に
推
進
す
る
た
め
、
「
宮
代

町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
」
を
新
た
に
制
定
す
る
も

の
。

問　
見
舞
金
の
財
源
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
第
８
条
に
見
舞
金
の
支

給
を
定
め
、
一
般
財
源
か
ら

の
支
出
と
な
っ
て
い
る
。

問　
相
談
窓
口
は
ど
こ
に
設

置
さ
れ
る
の
か
。

答

総
務
課
の
人
権
推
進
室

に
総
合
的
対
応
窓
口
と
い
う

こ
と
で
、
設
置
さ
れ
る
。

宮
代
町
犯
罪
被
害
者
等

支
援
条
例      

　
　
　

手話を使って安心して暮らすことができるように

主
な
質
疑

主
な
質
疑

　
　
　
　
　

山
妙
子
議
員

賛
成
討
論
討
論

　
　
　
　
　
塚
村
香
織
議
員

賛
成
討
論
討
論

　
　
　
　
　

山
妙
子
議
員

賛
成
討
論
討
論

　

言
語
の
ひ
と
つ
と
し
て
制

定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
理
解

が
進
む
。
誰
も
が
簡
単
な
手

話
が
で
き
、
役
場
に
来
庁
さ

れ
た
際
に
困
ら
な
い
よ
う
に
、

手
話
で
会
話
が
で
き
る
町
に
。

　

当
事
者
や
関
係
者
の
声
を

聴
き
、
条
例
制
定
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
を
大
切
に
さ
れ
た
こ

と
を
評
価
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
社
会
へ
の
取
組
み
と
な
る

事
業
を
期
待
し
賛
成
す
る
。

　

県
内
で
条
例
制
定
の
自
治

体
が
増
え
た
。
国
で
は
補
償

金
額
の
増
を
検
討
。
警
察
庁

で
は
専
従
課
新
設
。
施
行
日

か
ら
、
安
心
安
全
で
各
課
連

携
し
て
の
対
応
を
要
望
す
る
。
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一般会計補正予算・請願・意見書

〈
賛
成
10
、
反
対
２
で
可
決
〉

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
６

億
６
９
２
４
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
２
６
億
３
０
８
４
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。
普
通
交
付
税
交
付
額
、

臨
時
財
政
対
策
債
の
確
定
に
伴
う

補
正
や
人
事
異
動
な
ど
に
伴
う
人

件
費
補
正
、
公
共
施
設
緊
急
点
検

に
係
る
緊
急
修
繕
な
ど
へ
の
財
源

繰
出
が
主
な
内
容
で
す
。

問　
衛
生
費
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
過
年
度
分

の
国
へ
の
返
還
金
に
つ
い
て
詳
細

を
伺
う
。

答

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
経
費
と
し

て
の
国
か
ら
補
助
金
に
、
残
が
生

じ
た
た
め
、
補
助
金
の
返
還
を
行

う
も
の
。
令
和
５
年
５
月
７
日
が

区
切
り
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
令

和
３
年
の
繰
り
越
し
分
と
令
和

４
年
度
分
を
返
還
す
る
こ
と
に
な

る
。

問　
小
中
学
校
や
給
食
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
劣
化
診
断
に
つ
い
て
、

な
ぜ
点
検
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

か
。

答

近
隣
自
治
体
に
お
け
る
公
共

施
設
の
外
壁
崩
落
な
ど
が
起
こ
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
小
中
学
校
、
公

共
施
設
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
劣
化
診
断
を
実
施
し
た
。
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
修
繕
工
事
の

予
算
を
計
上
し
た
。

問　
子
ど
も
計
画
策
定
に
つ
い
て

詳
細
を
伺
う
。

答

国
か
ら
の
要
請
で
策
定
す
る

こ
と
に
な
る
。
今
年
度
中
に
、
子

ど
も
大
綱
に
基
づ
い
て
貧
困
調
査

や
若
者
調
査
を
実
施
す
る
も
の
。

一
般
会
計
補
正
予
算

高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
助
成
金
の
増
額

　
宮
代
町
で
は
過
去
２
回「
合
併
に
関
す
る
意
識
調
査
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
も
あ
り
、
出
生
数
は
過
去
最
低
、
人
口
減
少
は
加

速
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
町
の
ま
ま
行
政
を
進
め
て
い

る
こ
と
が
正
し
い
行
政
姿
勢
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
町
長

に
行
財
政
改
革
を
率
先
し
て
推
進
す
る
責
任
と
義
務
が

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
今
年
度
内
に
補
正
予
算
を
組

み
「
合
併
の
是
非
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
」
を
求

め
ま
す
。

〈
要
旨
〉

杉
戸
町
・
宮
代
町
の
合
併
の

是
非
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
を
求
め
る

︿
賛
成
２
、
反
対
10
で
不
採
択
﹀

﹁
健
康
保
険
証
﹂の
廃
止
撤
回

を
求
め
る

︿
賛
成
５
、
反
対
７
で
否
決
﹀

請　
願

意
見
書

　

政
府
は
現
行
の
健
康
保
険
証
を
２
０
２
４
年
秋
に
廃

止
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
化
さ
せ
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
法
等
改
定
案
を
成
立
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の
ト
ラ
ブ
ル
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
は
、
本
来
、
任
意
だ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
実
上
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の

強
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
自
己
責
任
に
基
づ
く

「
申
請
主
義
」
に
な
り
無
保
険
の
方
が
で
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
政
府
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
康
保
険
証

の
廃
止
を
撤
回
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。〈
要
旨
〉

昨年度より大幅に利用が増えたタクシー助成

主／な／内／容

●高齢者等タクシー助成金の増額
●児童福祉対策事業（子ども計画策定）
●農業生産基盤整備推進事業
●小中学校施設管理事業（緊急点検）
●学校給食運営管理事業（緊急点検）

　
　
　
　
　
　
小
河
原
正
議
員

反
対
討
論
討
論

　
本
補
正
予
算
自
体
は
反
対
し

な
い
。
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

を
求
め
た
こ
と
に
対
し
、
町
が

応
じ
な
か
っ
た
こ
と
で
辞
職
し

た
議
員
が
出
た
こ
と
を
重
く
受

け
止
め
て
ほ
し
い
。
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議案に対する各議員の賛否 ○賛成 　 ●反対 欠 欠席
－ 議長は採決に加わらない

議
　
案
　
番
　
号

議　　案 主な内容
議
　
決
　
結
　
果

町民の会 日本
共産党

無
会
派

公明党 令和
新風の会

議
　
長２人 ２人 1人 ２人 ５人

小
河
原
　
正

西
村
　
茂
久

山
下
　
秋
夫

丸
藤
　
栄
一

九、山
　
妙
子

泉
　
伸
一
郎

⻆
野
由
紀
子

塚
村
　
香
織

田
島
　
正
徳

土
渕
　
保
美

深
井
　
義
秋

川
野
　
武
志

合
川
　
泰
治

27 令和４年度一般会計歳入歳出決算の認定 ☞P２ 認
定● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

28 令和４年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 ☞P10 認
定● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

29 令和４年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 ☞P10 認
定○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

30 令和４年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 ☞P10 認
定● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

31 令和４年度水道事業会計利益の処分及び決算の認定 ☞P10 認
定○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

32 令和４年度下水道事業会計利益の処分及び決算の認定 ☞P10 認
定○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

33 犯罪被害者等支援条例 ☞P11 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

34 手話言語条例 ☞P11 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

35 税条例の一部を改正する条例 地方税法等を改正する法律が公布
されたことに伴う

可
決● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

36 特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例等の一部を改正する条例 非常勤の特別職職員の費用弁償 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

37 放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例
研修が2年以内に終了予定であれば放
課後児童支援員とみなす

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ○ ○ ○ ○ ―

38 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部を改正する条例
認定こども園法の改正に伴い条文の
項ずれを解消

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ○ ○ ○ ○ ―

39 久喜宮代衛生組合の共同処理する事務の変更及び同組合の規約変更並びに財産処分
し尿に関する事務及び塵芥の収集運
搬に関する事務の廃止と財産処分

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

40 北本地区衛生組合への加入及び財産処分 し尿処理での北本地区衛生組合への加
入と財産の継承について協議を行うもの

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

41 副町長の選任につき同意を求めること ☞P13 同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

42 農業委員会の委員の任命につき同意を求めること ☞P13 同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

43 令和５年度一般会計補正予算（第２号） ☞P12 可
決● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

44 令和５年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
国民健康保険特別会計に1,796万2
千円を追加

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

45 令和５年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 介護保険特別会計に1億4,611万6千円
を追加

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

46 令和５年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
後期高齢者医療特別会計に830万円
を追加

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

47 令和５年度水道事業会計補正予算（第１号） 収益的収入を21万6千円追加し、収
益的支出を20万円減額

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

48 令和５年度下水事業会計補正予算（第１号） 収益的収入・支出を36万7千円追加、資本的収入
を2,741万円減額、資本的支出を１,650万円追加

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

49 監査委員の選任につき同意を求めること ☞P13 可
決○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

50 財産の取得 校務支援システム及び教育系ネット
ワーク機器の更新

可
決○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ―

意見５「健康保険証」の廃止撤回を求める意見書 ☞P12 否
決○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ―

請願１ 杉戸町・宮代町の合併の是非を問うアンケートの実施を求める請願書 ☞P12
不
採
択
○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ―

　
全
会
一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。

副
町
長

任
期
は
４
年

農
業
委
員
会
委
員

任
期
は
農
業
委
員
の
任

期
ま
で

議
会
選
出
監
査
委
員

任
期
は
議
員
の
任
期
ま
で

　
人
　
事

川
かわの
野 武

たけ し
志 氏 関

せき ね
根 武

たけ お
男 氏 渋

しぶ や
谷 龍

たつひろ
弘 氏



町町のの考え考えをを問う！問う！
　一般質問とは、各議員が町の政策に対しその
執行の状況や将来の方針などについて報告を求
めたり、政策的提言や行政の課題などを執行者
に直接質問することです。
　ここに掲載したものは、質問・答弁ともに質
問者がまとめたダイジェストです。詳しくはQR
コードより録画配信をご覧ください。

一般質問項目一覧
　　泉伸一郎 議員
　　❶ 災害対策と避難所
　　❷  GIGAスクールの課題と対策
　　❸  教育支援センター
　　④  新橋通り線
　　西村茂久 議員
　　❶ 大震災時、自主防災組織は機能できるか
　　❷  久喜市新ごみ処理施設に係る負担割合の協

議経過
　　③  新型コロナ感染症第９波
　　④  宮代町民の合併意識調査

P15 　　 山妙子 議員
　　❶ 町の条例は機能しているか
　　❷  再生エネルギー活用の取組
　　❸  安心安全の学校教育と子どもの人権
　　❹  主権者教育の必要性
　　⑤  放課後児童クラブ指導員の賃金
　　塚村香織 議員
　　❶  通学時の重い荷物による心身への影響を考

えて
　　②  当町のマスコットキャラクターの活用を
　　❸  循環型リサイクルで快適な環境整備を

P18

　　川野武志 議員
　　❶ 農業支援
　　❷  東武動物公園駅西口わくわくロード事業
　　❸  スクールガード等の取組
　　⻆野由紀子 議員
　　❶ 須賀小学校地域拠点施設基本構想
　　②  コバトンベビーギフト
　　❸  学校図書館の充実と子どもの読書活動の推進
　　④  町立図書館駐車場

P16 　　小河原正 議員
　　❶ 久喜市新ごみ処理施設
　　❷  宮代町道12号線及び町道148号線の事業
　　土渕保美 議員
　　❶  姫宮駅西口ロータリー付近の景観整備
　　❷  消防団活動
　　❸  スポーツフェスティバル

P19

　　田島正徳 議員
　　❶ 宮代町の道路
　　②  新型コロナウイルス感染症
　　❸  帯状疱疹
　　❹  長期休みにおける学童保育
　　丸藤栄一 議員
　　❶ 第９期介護保険事業計画
　　②  ごみ及びし尿処理の進ちょく状況
　　❸  気候危機打開にむけた取り組み

P17

　　深井義秋 議員
　　❶ 防犯対策
　　②  町の広報紙のあり方
　　❸  通学路の安全対策
　　❹  中学校の校則

P20

　一般質問は９月４日、６日、７日
の３日間で行いました。
※項目一覧の順番は抽選順です。
※ 白抜き数字は掲載された質問、それ以外は紙面
の都合により掲載できなかったものです。
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一般質問ダイジェスト

問
台
風
や
線
状
降
水
帯

へ
の
災
害
対
策
は
。

答
町
民
生
活
課
長

　

気
象
予
報
官
か
ら
直

接
受
け
る
「
気
象
台
オ

ン
ラ
イ
ン
解
説
」
が
ス

タ
ー
ト
し
、
災
害
に
備

え
て
事
前
に
情
報
を
共

有
で
き
る
。
速
や
か
な

情
報
収
集
と
発
信
に
努

め
、
規
模
に
応
じ
て
職

員
を
配
備
す
る
と
共
に
、

避
難
所
の
準
備
と
開
設

に
当
た
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

問
一
人
一
台
端
末
の
利

活
用
状
況
は
。

答
教
育
長

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
調
べ
学
習
、
プ

レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
を
使
っ

て
の
ま
と
め
や
発
表
な

ど
で
活
用
。
高
学
年
や

中
学
生
で
は
、
ワ
ー
プ

ロ
ソ
フ
ト
で
の
レ
ポ
ー

ト
作
成
、
写
真
や
グ
ラ

フ
を
取
り
込
ん
だ
プ
レ

ゼ
ン
作
成
・
発
表
な
ど

で
活
用
し
て
い
る
。

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

問
不
登
校
児
童
生
徒
の

現
状
と
支
援
は
。

答
教
育
推
進
課
長

　

令
和
４
年
度
に
お
い

て
不
登
校
児
童
生
徒
は

小
学
校
が
15
人
、
中
学

校
が
29
人
と
な
っ
て
い

る
。
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
は
「
適
応
指
導
教
室
」

と
「
教
育
相
談
」
の
２

つ
の
機
能
を
持
っ
た
施

設
で
、
児
童
生
徒
の
居

場
所
と
し
て
、
生
活
や

学
習
の
支
援
と
相
談
を

行
っ
て
い
る
。

問
新
ご
み
施
設
の
負
担

協
議
の
進し
ん
ち
ょ
く捗状
況
は
。

答
環
境
資
源
課
長

　

①
イ
ン
フ
ラ
を
含
む

施
設
整
備
費
②
施
設
運

営
費
は
現
衛
生
組
合
の

負
担
金
算
出
割
合
に
準

じ
る
方
向
で
③
地
元
還

元
施
設
（
余
熱
利
用
施

設
・
公
園
）
整
備
費
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。

問
実
施
設
計
の
提
示
は

あ
っ
た
か
。

答
環
境
資
源
課
長

　

９
月
に
完
了
予
定
と

の
こ
と
だ
が
、
現
時
点

で
は
提
示
は
な
い
。

問

協
議
が
整
わ
な
か

っ
た
場
合
の
町
の
考
え

は
。

答
環
境
資
源
課
長

10
月
中
旬
を
目
途
に

合
意
を
目
指
す
久
喜
市

と
の
共
通
認
識
の
も
と

協
議
し
て
い
る
が
、
合

意
に
至
ら
な
い
可
能
性

が
強
い
場
合
は
検
討
が

必
要
と
な
る
。

自
主
防
災
組
織

問
自
主
防
災
組
織
に
町

が
期
待
す
る
内
容
は
。

答
町
民
生
活
課
長

　

初
期
消
火
、
安
否
確

認
、
避
難
誘
導
、
救
出

と
手
当
、
情
報
収
集
と

町
へ
の
連
絡
な
ど
。

問
自
主
防
災
組
織
の
備

え
及
び
活
動
状
況
は
。

答
町
民
生
活
課
長

　

資
機
材
の
購
入
や
拠

点
整
備
及
び
訓
練
な
ど

へ
の
町
の
補
助
。
活
動

状
況
は
、
町
防
災
訓
練

へ
の
参
加
及
び
独
自
訓

練
や
研
修
実
施
な
ど
。

危険な風水害への対策は充分か

久喜ごみ施設の負担協議の進捗は

情報収集と発信に努め職員を配備

１０月中旬を目途に合意を目指す

令和９年４月解体予定の現焼却施設　50年余の歴史

百間中学校体育館で行われた町職員主体の訓練

泉
いずみ
伸
しんいちろう
一郎 議員

西
にしむら
村 茂

しげひさ
久 議員

20232023年年（令和５年（令和５年））９月定例議会９月定例議会15



一般質問ダイジェスト

問
パ
ッ
ク
ラ
イ
ス
の

製
造
、
配
布
に
よ
る
防

災
備
蓄
品
の
活
用
は
。

答
産
業
観
光
課
長

　
商
品
化
に
向
け
て
試

作
準
備
を
進
め
て
い
る
。

防
災
備
蓄
品
に
活
用
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

  
西
口
わ
く
わ
く

  

ロ
ー
ド
事
業

問
町
民
か
ら
の
意
見
・

要
望
は
。

答
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　
「
東
武
動
物
公
園
の

わ
く
わ
く
感
や
期
待
が

感
じ
ら
れ
な
い
」
「
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
西

口
周
辺
エ
リ
ア
全
体
に

広
げ
た
い
」
な
ど
の
意

見
が
あ
っ
た
。

問
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
実
施
の
可
否
は
。

答
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　
駅
西
口
で
実
施
し
て

い
る
民
間
活
動
に
配
慮

し
な
が
ら
、
社
会
実
験

と
し
て
東
武
動
物
公
園

ま
で
の
一
部
区
間
に
お

い
て
街
路
樹
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す

る
予
定
で
あ
る
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

の
取
組

問
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

の
装
備
品
の
支
給
状
況

と
充
実
の
考
え
は
。

答
教
育
推
進
課
長

　
装
備
品
は
現
在
、
町

か
ら
は
支
給
し
て
い
な

い
。
今
後
は
、
各
学
校

の
状
況
を
把
握
し
な
が

ら
学
校
と
連
携
し
、
課

題
と
し
て
検
討
す
る
。

問
須
賀
小
の
基
本
構
想

が
策
定
さ
れ
た
。
取
組

の
詳
細
は
。

答
教
育
推
進
課
長

　

基
本
構
想
は
14
人
か

ら
な
る
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
小
学
校
5
年

生
か
ら
88
歳
ま
で
幅
広

い
年
代
参
加
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
住
民
意
識

調
査
な
ど
を
実
施
し
策

定
し
た
。

　

今
年
度
、
策
定
す
る

基
本
計
画
は
、
地
域
住

民
や
関
係
者
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
実
施
し
、
で
き

る
限
り
多
く
の
住
民
と

情
報
を
共
有
し
、
議
論

を
重
ね
、
新
し
い
施
設

の
姿
を
形
作
っ
て
い
く
。

問
須
賀
地
域
活
性
化
へ

ま
ち
づ
く
り
の
波
及
効

果
を
ど
う
描
く
か
。

答
教
育
推
進
課
長

　

地
域
の
方
が
気
軽
に
、

ま
た
自
然
に
集
ま
れ
る

場
に
し
、
人
と
人
と
の

繋つ
な

が
り
や
新
し
い
活
動

を
生
み
出
す
場
と
し
た

い
。
須
賀
地
域
の
魅
力

を
向
上
さ
せ
る
新
た
な

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と

も
期
待
し
て
い
る
。

学
校
図
書
館
の
充
実

問
適
切
な
予
算
措
置
は

行
わ
れ
て
い
る
か
。

答
教
育
推
進
課
長

　

小
学
校
児
童
１
人
当

た
り
１
１
０
０
円
、
中

学
校
生
徒
１
人
当
た
り

１
３
０
０
円
の
予
算
措

置
を
し
て
い
る
。
図
書

購
入
を
進
め
、
蔵
書
数

の
充
実
に
努
め
る
。

宮代産米を使ったパックライスを

新しい須賀小学校、どう描く

新しい村で試作準備を進める

須賀地域の魅力向上のシンボルに

近年大きく伸びているパックご飯の需要

みんなで創ろう！新しい須賀小（９.24須賀小）

川
かわの
野 武

たけ し
志 議員

⻆
かど の
野 由

ゆ き こ
紀子 議員
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一般質問ダイジェスト

問
和
戸
交
差
点
は
右
折

矢
印
付
信
号
機
に
変
更

す
べ
き
で
は
。

答
町
民
生
活
課
長

　

右
折
矢
印
信
号
機
設

置
の
要
望
に
対
し
て
、

杉
戸
警
察
署
か
ら
「
和

戸
交
差
点
は
杉
戸
県
土

事
務
所
が
用
地
買
収
中

で
、
用
地
確
保
の
段
階

で
再
度
調
整
を
行
う
」

と
の
回
答
だ
が
、
引
き

続
き
要
望
し
て
い
く
。

帯た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
助
成
を

問
予
防
事
業
の
一
環
と

し
て
県
内
15
市
町
村
で

実
施
し
て
い
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
の
助
成
の

実
施
は
。

答
健
康
介
護
課
長

　

帯
状
疱
疹
※
は
高
齢

の
方
の
場
合
は
重
症
化

の
可
能
性
も
あ
る
。
き

っ
か
け
が
あ
れ
ば
打
つ

と
い
う
意
味
で
の
支
援

を
検
討
し
て
い
く
。

問
夏
休
み
の
学
童
保
育

の
昼
食
は
給
食
セ
ン
タ

ー
で
対
応
可
能
か
。

答
子
育
て
支
援
課
長

　

給
食
セ
ン
タ
ー
へ
依

頼
す
る
に
は
数
が
少
な

す
ぎ
る
。
費
用
な
ど
で

効
率
的
で
な
い
た
め
考

え
て
い
な
い
。
保
護
者

の
利
便
性
向
上
を
考
え

て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
と

認
識
し
て
い
る
。
現
実

的
な
対
応
と
し
て
、
希

望
者
に
つ
い
て
は
注
文

弁
当
を
手
配
す
る
方
法

を
、
町
内
学
童
保
育
全

体
で
実
施
で
き
る
よ
う

に
調
整
し
て
い
く
。

問
来
年
度
は
３
年
に
１

度
の
見
直
し
で
第
９
期

に
な
る
。
次
期
改
定
に

む
け
て
住
民
負
担
軽
減

の
た
め
第
１
号
被
保
険

者
※
の
介
護
保
険
料
を

引
き
下
げ
る
考
え
は
。

答
健
康
介
護
課
長

　

保
険
料
の
抑
制
は
大

事
で
あ
る
。
基
金
を
最

大
限
に
活
用
し
、
抑
制

に
努
め
て
い
き
た
い
。

安
心
し
て
高
齢
者
施
設

が
利
用
で
き
る
よ
う
に

問
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
な
ど
に
お
い
て
、

負
担
軽
減
や
助
成
制
度

を
設
け
る
考
え
は
。

答
健
康
介
護
課
長

　

現
状
は
特
定
入
所
者

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
対

象
外
と
な
っ
て
い
る
。

利
用
希
望
者
の
経
済
的

理
由
が
利
用
の
妨
げ
と

な
ら
な
い
よ
う
、
被
保

険
者
の
声
な
ど
を
聴
き

な
が
ら
、
国
・
県
に
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

気
候
危
機
打
開
の
取
組

問
当
町
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
実
施

し
た
自
治
体
で
あ
る
。

来
年
度
の
気
候
危
機
打

開
に
む
け
た
取
組
は
。

答
環
境
資
源
課
長

　

公
共
施
設
へ
の
太
陽

光
発
電
設
備
の
導
入
を

進
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
、
区
域
施
策

編
の
策
定
を
進
め
、
町

全
体
で
脱
炭
素
化
、
気

候
危
機
へ
の
対
応
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

和戸交差点の右折矢印信号機は

介護保険料の引き下げを

町も必要と考えている

基金を活用し、抑制に努めたい

右折矢印信号機が無い和戸交差点

だれもが安心して介護サービスを受けられるために

丸
がんどう
藤 栄

えいいち
一 議員

田
たじ ま
島 正

まさのり
徳 議員

※ 第１号被保険者とは 65歳以上の方。第２号被保険者は40歳から64歳
までの方をいう。

※ 帯状疱疹とは 水痘（すいとう）・帯状疱疹ウイルスによって皮膚の痛み
や発疹などが起こる病気のこと。
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一般質問ダイジェスト

問
体
育
館
エ
ア
コ
ン
設

置
と
登
下
校
の
安
全

答
教
育
長

　

国
の
補
助
金
な
ど
の

活
用
や
導
入
の
タ
イ
ミ

ン
グ
も
含
め
、
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

子
ど
も
１
１
０
番
の

家
の
方
に
再
協
力
の
依

頼
を
検
討
す
る
。

町
条
例
の
機
能
は

問
施
行
日
か
ら
す
ぐ
対

応
で
き
る
仕
組
み
と
近

隣
市
町
と
の
連
携
は
。

答
総
務
課
長

　

犯
罪
被
害
者
等
支
援

に
お
け
る
相
談
体
制
は

複
数
の
部
署
が
関
与
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
被
害

者
や
ご
家
族
の
心
情
に

寄
り
添
っ
た
支
援
が
で

き
る
よ
う
運
用
を
見
直

し
て
い
く
。
手
続
き
の

負
担
や
心
情
的
な
負
担

を
解
消
す
る
た
め
、
近

隣
市
町
と
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
く
。

主
権
者
教
育
の
取
組

問
子
ど
も
議
会
は
。

答
町
長

　

自
分
達
で
運
営
し
、

予
算
ま
で
持
つ
子
ど
も

議
会
も
あ
る
と
聞
く
。

研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
公
共
施
設
の
屋
根
な

ど
と
耕
作
放
棄
地
の
活

用
は
。

答
環
境
資
源
課
長

　

来
年
度
か
ら
順
次
導

入
す
る
。

答
産
業
観
光
課
長

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
導
入
必
要
性
を
認
識
。

問
町
内
草
刈
り
は
年
に

２
、
３
回
な
の
で
、
繁

茂
す
る
と
近
隣
住
民
は

困
る
。
ま
た
夏
場
の
草

刈
り
は
重
労
働
。
当
町

の
燃
や
せ
る
ご
み
の
リ

サ
イ
ク
ル
品
で
あ
る
防

草
砂
を
積
極
的
に
活
用

で
き
な
い
か
。

答
産
業
観
光
課
長

　

メ
ー
カ
ー
よ
り
防
草

砂
サ
ン
プ
ル
10
㌧
を
提

供
し
て
も
ら
い
、
道
佛

１
丁
目
地
内
、
西
粂
原

地
内
の
水
路
敷
地
に
試

験
的
に
施
工
し
た
。
経

過
を
観
察
し
、
効
果
を

確
認
し
た
上
で
、
今
後

の
展
開
を
検
討
す
る
。

ラ
ン
ド
セ
ル
は
選
択
制

問
小
学
生
の
荷
物
の
平

均
重
量
は
約
４
㎏ 
、
中

学
生
は
10
㎏ 
と
大
変
重

く
、
心
身
へ
の
影
響
を

踏
ま
え
た
対
応
が
必
要
。

小
学
生
は
ラ
ン
ド
セ
ル

自
体
も
重
い
が
学
校
と

し
て
の
考
え
は
。

答
教
育
長

　

小
学
校
入
学
時
に
ラ

ン
ド
セ
ル
を
準
備
す
る

風
習
は
あ
る
が
、
指
定

は
し
て
い
な
い
。

問
使
用
の
選
択
に
関
し

て
保
護
者
へ
の
周
知
や
、

今
後
の
対
応
は
。

答
教
育
長

　

入
学
前
の
周
知
は
Ｈ

Ｐ
な
ど
を
検
討
す
る
。

幾
つ
か
の
学
校
で
は
持

ち
物
に
ラ
ン
ド
セ
ル
と

い
う
表
記
が
あ
る
の
で

配
慮
の
必
要
が
あ
る
。

児
童
生
徒
の
健
康
を
第

一
に
考
え
て
い
く
。

小中学校体育館にエアコン設置を

循環型リサイクルで草刈り解決を

検討する必要がある

雑草抑制効果を確認し検討する

試験施工から3か月、草は出ていない

エアコン設置は熱中症対策と避難所機能両面で必要

塚
つかむら
村 香

かお り
織 議員

まるやま
山 妙

たえ こ
子 議員
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一般質問ダイジェスト

問
久
喜
市
の
新
ご
み
処

理
施
設
は
斬
新
な
デ
ザ

イ
ン
で
光
る
煙
突
、
庭

園
な
ど
本
来
施
設
と
関

係
の
な
い
費
用
ま
で
計

上
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
経
費
ま
で
宮
代
町

が
負
担
す
る
こ
と
に
な

る
の
か
ど
う
か
。

答
環
境
資
源
課
長

　

現
在
、
久
喜
市
と
鋭

意
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問
今
後
、
ど
う
住
民
の

理
解
を
得
る
の
か
。

答
環
境
資
源
課
長

　

住
民
の
理
解
を
得
る

た
め
、
協
議
が
整
い
次

第
、
丁
寧
な
説
明
を
実

施
す
る
。

ご
み
処
理
施
設
の

総
額
と
委
託
料

問
宮
代
町
が
ご
み
処
理

を
委
託
す
る
新
ご
み
処

理
施
設
運
営
費
の
総
額

と
委
託
料
は
。

答
環
境
資
源
課
長

　

運
営
費
は
、
20
年
間

で
約
１
４
５
億
円
、
１

年
間
で
は
７
億
２
千
万

円
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
合
意
が
整
い
次

第
負
担
割
合
の
協
定
を

結
ぶ
。

道
路
整
備
の
進
展

問
新
橋
通
り
線
の
中
島

交
差
点
か
ら
国
道
４
号

線
ま
で
の
整
備
の
進
展

は
。

答
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　

令
和
５
年
は
用
地
買

収
を
進
め
る
と
と
も
に
、

橋
梁
の
予
備
設
計
地
質

調
査
を
県
が
実
施
し
て

い
る
。　

問

ロ
ー
タ
リ
ー
付
近

の
花
壇
の
木
々
の
中
に

は
弱
っ
て
枯
れ
る
寸
前

の
も
の
が
目
立
ち
、
景

観
を
損
ね
る
状
況
に
あ

る
。
わ
く
わ
く
ロ
ー
ド

事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

基
づ
き
景
観
整
備
を
。

答
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　

姫
宮
駅
西
口
周
辺
に

つ
い
て
も
、
わ
く
わ
く

ロ
ー
ド
事
業
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
念
頭
に
、
駅
前

広
場
や
駅
前
通
り
線
の

維
持
管
理
や
、
修
繕
な

ど
の
検
討
を
行
う
。

　
消
防
団
活
動

問
団
員
の
欠
員
を
は
じ

め
と
す
る
課
題
に
対
し
、

若
い
人
材
を
入
団
さ
せ

育
成
さ
せ
る
手
立
て
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答
町
民
生
活
課
長

　

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
団
員
募
集
を

始
め
、
訓
練
な
ど
の
活

動
状
況
を
発
信
し
て
認

知
度
の
向
上
を
図
り
、

団
員
の
確
保
、
並
び
に

資
質
向
上
に
積
極
的
に

支
援
し
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

問

町
民
体
育
祭
の
代

わ
り
に
行
わ
れ
た
ス
ポ

ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
反
省
点
、
課
題
は
。

答
教
育
推
進
課
長

　

準
備
期
間
が
短
く
周

知
期
間
も
長
く
取
れ
な

か
っ
た
が
、
多
く
の
方

に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
。

　

今
年
も
体
験
型
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

行
う
。

新ごみ施設の宮代町の負担額は

姫宮駅西口の景観整備を

協議が整い次第丁寧な説明をする

専門家に相談し対応を検討する

新ごみ処理施設276億円　運営費など422億円の事業

見るからに弱ってしまい枯れる寸前の木々が目立つ

小
お が わ ら
河原 正

ただし
議員

土
つちぶち
渕 保

やす み
美 議員

20232023年年（令和５年（令和５年））９月定例議会９月定例議会19



一般質問ダイジェスト

問
窃せ
っ
と
う盗

被
害
な
ど
の
犯

罪
件
数
と
被
害
に
あ
っ

た
場
合
の
町
の
対
応
は
。

答
町
民
生
活
課
長

　

住
居
侵
入
や
窃
盗
被

害
は
前
年
度
95
件
で
17

件
増
、
町
で
は
防
災
行

政
無
線
や
防
災
メ
ー
ル

を
利
用
す
る
。
防
犯
カ

メ
ラ
の
助
成
の
予
定
は

な
い
。

  

交
通
安
全
対
策

問
通
学
路
の
安
全
対
策

の
点
検
は
。
そ
の
課
題

と
取
り
組
み
は
。

答
教
育
推
進
課
長

　

教
育
委
員
会
か
ら
各

学
校
に
通
学
路
の
安
全

点
検
を
依
頼
し
、
児
童

生
徒
と
教
職
員
、
保
護

者
が
確
認
を
行
う
。

　

危
険
箇
所
が
あ
る
場

合
は
、
各
学
校
か
ら
町

へ
要
望
書
を
提
出
し
、

対
応
を
依
頼
す
る
。
子

ど
も
達
へ
の
指
導
は
日

頃
の
交
通
指
導
と
交
通

安
全
教
室
を
実
施
し
、

交
通
安
全
に
対
す
る
意

識
を
高
め
て
い
る
。
交

通
指
導
員
の
方
や
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

の
方
々
が
登
下
校
の
安

全
を
見
守
っ
て
い
る
。

  

中
学
校
の
校
則

問
校
則
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
は
。

答
教
育
推
進
課
長

　

服
装
、
髪
形
、
持
ち

物
な
ど
を
、
学
校
や
地

域
の
実
情
に
応
じ
つ
つ

教
育
的
効
果
が
高
ま
る

よ
う
考
え
な
が
ら
、
適

切
に
定
め
て
い
る
。

防犯の安全対策の取り組みは
防災行政無線とメールを利用

安全に通学する登下校道路

深
ふかい
井 義

よしあき
秋 議員

議会だよりモニターに向けて検討中！
皆様のご意見を基に、より一層の充実を図ります！

内　容  年４回発行の議会だよりについて
のアンケート回答

対　象 町内にお住まいの方
議会を身近に！

わかりやすく！

ご協力よろしくお願いいたします。

 　　議会だより128号について
ご意見・ご感想をお寄せくだい。　　

宮代町議会広報委員会まで
〒345－8504 宮代町笠原1-4-1

mail:gikai3846@outlook.jp

開かれた議会
　広く市民から意見を求め町議
会での意思決定の内容及び経過
を分かりやすく説明するよう努
めます。

みやしろ議会だよりNo.128みやしろ議会だよりNo.128 20



栃木県　矢
や

板
いた

市
し

視察テーマ　議会改革の取組み
議会運営委員会▶４名参加

群馬県　榛
しんとうむら

東村
視察テーマ　読まれる議会だより

議会広報委員会▶４名参加

●
議
会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
導
入

　
平
成
29
年
2
月
に
議
会
改

革
推
進
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
る
こ

と
と
な
り
、
先
進
地
を
視
察

し
検
討
を
重
ね
、
翌
平
成
30

年
10
月
か
ら
導
入
し
運
用
を

進
め
て
い
る
。

●
市
内
の
高
校
生
と
意
見
交

換
会

　
投
票
権
が
18
歳
以
上
と
な

っ
た
の
を
契
機
に
、
市
内
3

校
の
高
校
に
議
員
が
出
向
き

意
見
交
換
会
実
施
。
昨
年
は

子
育
て
と
い
う
課
題
で
関
係

団
体
と
実
施
し
、
住
民
の
声

を
聴
い
て
議
会
に
反
映
し
て

い
る
。

●
議
員
全
員
で
構
成
す
る
議

員
会
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

課
題
に
対
し
て
議
会
改
革
推

進
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て

議
会
改
革
を
進
め
て
い
る
。

毎
年
、
年
度
末
に
は
必
ず
市

長
に
対
し
て
議
員
総
意
の
要

望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

●
表
紙
へ
の
こ
だ
わ
り

　
広
報
委
員
が
地
域
の
行
事

に
参
加
し
写
真
撮
影
の
前
に

仲
良
く
な
り
、
柔
ら
か
い
自

然
体
の
人
物
写
真
を
撮
っ
て

い
る
。

●
読
み
や
す
い
紙
面

　
榛
東
村
の
議
会
だ
よ
り
は

年
4
回
、
全
カ
ラ
ー
28
ペ
ー

ジ
。
1
回
約
５
４
０
０
部
発

行
で
予
算
は
約
２
３
０
万
円
。

当
町
よ
り
予
算
は
約
70
万
円

多
く
充
実
し
た
内
容
で
あ
る
。

●
村
民
の
声
を
反
映

　
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
制

度
や
「
聞
い
て
く
ん
な
い
！

村
民
の
声
」
な
ど
、
方
言
や

身
近
な
言
葉
を
使
っ
て
、
村

民
が
意
見
し
や
す
い
雰
囲
気

や
制
度
を
作
っ
て
い
る
。

　議会運営委員会、議会広報委員会の合同視察研修（７月３・４日）は４年ぶりの開催となり、
先進的な自治体の取組みを直にお会いして学んできました。

　議会改革推進特別委員会を設置し、タブレッ
ト端末・通年議会・電子評決システムなどを導
入し目を見張るものがある。高校・大学の学生
たちと意見交換会が恒例行事となるよう当町議
会でも推進していきたいと思います。

　議会だよりの配布に関しては、自治会を通し
て村広報と一緒に各世帯に配布しているが、榛
東村の自治会加入率は90％。宮代町は65％でお
手元に届く割合の違いにも驚きでした。当町議
会でも広聴部分を増やしていく予定です。

視察研修報告

先進自治体から学ぶ先進自治体から学ぶ

▶
 第
37
回
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

表
紙
デ
ザ
イ
ン
金
賞

人口　
14,500人

人口　
30,679人
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２
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５
年
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月
１
日
発
行

み
や
し
ろ
議
会
だ
よ
り

議会についての詳しい内容は、宮代町のホームページでも見られます。
https://www.town.miyashiro.lg.jp

発
行
／
宮
代
町
議
会
・
議
会
広
報
委
員
会　
０
４
８
０
（
34
）
１
１
１
１

住
所
／
埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
笠
原  

１
‐
４
‐
１

発
行
責
任
者
／
議
長　
合
川
泰
治

再生紙を
使用して
います。

　
第
３
回
は
、
手
話
言
語
条
例
制

定
に
向
け
て
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
「
宮
代
手
話
の
会
」
の
方
々
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Q
手
話
の
会
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
　
平
成
3
年
、
自
宅
の

一
室
で
活
動
を
始
め
て
、

現
在
会
員
は
8
歳
〜
80

代
の
方
ま
で
35
名
に
な

り
ま
し
た
。
手
話
の
勉

強
や
学
校
な
ど
の
福
祉

体
験
で
聴
こ
え
な
い

方
々
へ
の
正
し
い
知
識

や
理
解
を
伝
え
、
交
流

し
て
い
ま
す
。

　［委 員 長］  塚村　香織
　［副委員長］  泉　伸一郎
　［委　　員］  西村　茂久

 ［委　　員］  丸藤　栄一
 ［委　　員］  深井　義秋

みやしろ議会だよりNo.128 22

広報委員

宮代手話の会代表

武
たけ い
井 千

ち よ こ
代子さん

Q
手
話
言
語
条
例
が
制

定
さ
れ
今
後
に
期
待
す

る
こ
と
は
何
で
す
か
。

A
　
手
話
が
で
き
る
人
と

の
交
流
が
広
が
る
事
は

安
心
感
に
繋
が
り
ま
す
。

手
話
講
習
会
の
参
加
が

増
え
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

Q
最
後
に
議
会
へ
の
要

望
は
あ
り
ま
す
か
。

A
○
傍
聴
し
て
み
て
議
会

の
シ
ス
テ
ム
が
分
か
り

ず
ら
い
と
感
じ
た
。

○
議
員
の
方
々
も
手
話

を
学
ん
で
一
緒
に
広
め

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
あ
り
が
と
う
」
の
手
話
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
た
時
、
と

て
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

言
葉
以
外
で
も
心
が
通
じ
合
う
素
敵

な
体
験
。
楽
し
く
活
動
さ
れ
て
い
る

様
子
が
伝
わ
り
ま
し
た
。（

塚
村
・
泉
）

Q
活
動
を
通
し
て
感
じ

て
い
る
こ
と
は
。

A
○
聴
こ
え
な
い
方
へ
理

解
が
広
が
っ
て
い
る
。

○
子
ど
も
達
と
の
福
祉

体
験
で
、
手
話
に
対
す

る
意
識
が
芽
吹
い
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
。

○
生
ま
れ
つ
き
聴
こ
え

な
い
が
、
一
人
暮
ら
し

に
な
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
手
話
の
会
に
入
り

協
力
で
き
て
楽
し
い
。

○
高
校
生
の
時
に
手
話

に
出
会
い
、
現
在
は
子

ど
も
と
一
緒
に
交
流
で

き
て
嬉
し
い
。

  
感
謝
で
す

手話通訳

聴こえない人と手話で交流

開催日　　　　11月11日土 午前10時～12時
場　所　　　　宮代町立図書館ホール

第30回 町民と議員との議会懇談会のお知らせ

12月議会の予定は12月議会の予定は
　11月30日11月30日(木)(木)　午前10：00　午前10：00 

場所　議場（進修館小ホール）場所　議場（進修館小ホール）
　一般質問は12月４日㈪・６日㈬・７日㈭一般質問は12月４日㈪・６日㈬・７日㈭

どなたでも傍聴できます

こう！

町
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

手
話
で
楽
し
く
交
流

　

関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年

目
の
９
月
１
日
、
議
場
で
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
震

が
来
た
ら
す
ぐ
に
そ
の
場
所
で

自
分
の
身
を
守
る
訓
練
が「
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」で
す
。

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
備
え
て
、
議
員
も
職
員

も
へ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
本
番
さ

な
が
ら
の
訓
練
で
し
た
。
本
会

議
中
で
の
訓
練
は
議
員
に
な
っ

て
初
め
て
の
こ
と
で
す
。（
丸
藤
）

こうこう！！議会に 行こう！




